
  施設カルテは、市が保有する学校や公営住宅などの施設(建物)の“見える化"を図るため、施設担当課によ

る実態調査及び施設現地調査などの結果に基づき、所在地をはじめとした基本情報、収支、老朽化の状況な

どを「施設基本情報シート」と「施設評価シート」にまとめ、今後の公共施設マネジメントの推進(運営・維持管理

の見直し、具体的な取組など)に活用するものです。 

    
 
 (1) 対象施設 

  平成２８年度末で市が保有する建物（うち上下水道事業、消防団詰所、単独のトイレ、倉庫などを除く） 

(2) 構成 

    「施設基本情報シート」「施設基本情報シート」「施設基本情報シート」「施設基本情報シート」：：：：当該施設の所在地、概要、収支の状況などをまとめたものです。 

    「施設評価シート」「施設評価シート」「施設評価シート」「施設評価シート」：：：：築年数、劣化の状況などの品質(ハード)面、利用の状況、収支の状況などの供給・財務

(ソフト)の面から各種評価指標を設定し、当該施設の情報を数値化して評価値(偏差値)を算定し、他の施設と

の客観的な比較を行ったものです。 以下に各シートの見方を解説します。   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設施設施設施設の基本情報の基本情報の基本情報の基本情報    

（施設分類・根拠法令・管

理運営等） 

施設を施設を施設を施設を構成する建物構成する建物構成する建物構成する建物

（棟）ごとの基本情報（棟）ごとの基本情報（棟）ごとの基本情報（棟）ごとの基本情報    

・建築年度、築年数 

・延床面積 

・構造、階数 

・耐震状況 

事業運営事業運営事業運営事業運営状況状況状況状況    

・年間運営日数 

・職員数（事業人工） 

・定休日 

・利用料金等 状況 

利用利用利用利用状況状況状況状況    

・年間利用者数（過去 3

年） 

・部屋機能別利用状況 

コストコストコストコスト状況状況状況状況（（（（収支）収支）収支）収支）    

・人件費 

・指定管理料 

・収入 等 

分析指標値分析指標値分析指標値分析指標値    

・利用１人あたり経費 

・市民１人あたり経費 

・１㎡あたり経費 

施設カルテとは 

施設カルテの概要 

「施設基本情報シート」「施設基本情報シート」「施設基本情報シート」「施設基本情報シート」    

 

 

【利用・収入状況】 

利用者と収入の状況を対

比します。 

分析指標値・ビジュア

ル化により、施設の現状

を分かり易く整理し、課

題の解決につなげます。 

【建物状況】 

建物の物理的な状態、バラ

ンスを見ます。 

【各部の劣化状況】 

９の部位ごとに、仕様、

劣化状況、評価をまとめ

ています。 

劣化状況について、判断

基準に基づき A～D で評価

を行います。（施設管理者

が行う問診票での結果を

評価） 

【施設の総合評価】 

劣化の状況などの品質(ハード)面＝建物状況と、利用の状況、収支の状況などの供給・財務(ソフト)面=利用・コスト状況から各種評

価指標を設定し、当該施設の情報を数値化して評価値(偏差値)を算定し、同用途の他の施設との客観的な比較を行います。 

【運営管理コスト状況】 

運営管理コストの状況を

グラフ化しており、どの

ような経費がかかってい

るのかが確認できます。 

劣化状況評価を点数化する

ことにより、優先順位整理

の判断基準とします。 

「施設「施設「施設「施設評価評価評価評価シート」シート」シート」シート」    

施設施設施設施設の基本情報の基本情報の基本情報の基本情報    

（施設分類・根拠法令・管

理運営等） 

≪評価指標の見方≫ 
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品質（ハード）、供給・財務（ソフ

ト）両面で改善等の余地の可能性

が大きいもの 

供給・財務（ソフト）面で改善等

の余地の可能性が大きいもの 

品質（ハード）、供給・財務（ソフ

ト）両面で改善等の余地の可能性

が小さいもの 

品質（ハード）面で改善等の余地

の可能性が大きいもの ※１.施設カルテの評価指標

等を参考としながら、施設改

善に具体的に取り組みます。 

※２.施設カルテは毎年度更

新をしていきます。 
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